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新年、あけましておめでとうございます。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします！ 

 
  
 

子どもたちの元気な声や挨拶と共に、新しい年がスタートしました。子どもたちにと

って、また保護者の皆様にとって笑顔があふれる年になりますよう、お祈り申し上げま

す。 今年も子どもたちから元気なパワーをもらいながら、職員一同成長を見守ってい

きたいと思います。今年度も残り数ヵ月…1 日 1日を大切に過ごしていきましょう！ 

 

＊12 月工作活動の様子＊ 
持ち帰り工作では、お正月の飾りを作成しました。今年の干支の辰のダルマ、羽根つ

きの羽根や羽子板などを作成し、自分たちで白のペンキを塗った板に貼り付けていきま

した。 

辰の目の丸シールや、だるまの白い模様など、それぞれの細かいパーツの貼り付け

は、子どもたちの細ーーい指でしっかりとつまむ練習を行いました。 

また、見本を見てどの部分にのりを塗ればいいのか、どこに貼り付けるのかを考えな

がら行いました。 

縫い物組も、それぞれの細かいパーツを縫い付け、とても上手に仕上がっています！ 

また今年も、みんなで色々なことに挑戦しながら、達成感や自信に繋がる作品を作っ

てもらえたらと思います！ 
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壁画工作では、「お正月」をテーマに 1 月の壁画を作成しました。 

初夢に出てくると縁起が良いとされている富士山は、花紙を使用し作成しました。花 

紙を 1 枚ずつ破れないようにめくる際には、指先の力加減を調節しながら、グッと集中

力を高めて取り組んでおられました。 

また、空に浮かんでいる凧は、子どもたちに顔を書いてもらったり、テープを貼って 

もらったりして、賑やかな仕上がりになりました。 

 最後に模造紙へ貼り付けをする際には、青と白で作った花紙を敷き詰め、出来上がり

に近づいてくると「ふわふわぁ」色々な感想をおっしゃっていました。 
 

    
 

ミニ情報  
 一般的に「初夢」とは元日から 1月 2日にかけて見た夢のことと言われています。日本に古くから伝わる

縁起の良い夢とは、「一
いち

富士
ふ じ

、二
に

鷹
たか

、三
さん

茄子
な す び

」。富士は富士山を意味し、「無事」と掛けています。鷹は「高

い」と掛けて高い可能性を感じられる 1年になり、チャンスを掴める暗示。茄子は「事を成す」に掛けてお

り蓄財や子孫繁栄を表すそうです  

 

＊冬休みの外出活動の様子＊ 
冬休み期間、各曜日それぞれの行先を決め、目的を持って外出活動を行いました。今

回は、万博公園にて散策、HEP FIVE 観覧車の乗車、大阪天満宮や柳谷観音楊谷寺へ初

詣に行ってきました。また、行き先によっては公共でのマナーを学ぶ機会とし、電車の

乗車練習や外食を行いました。 

みなさん共通して、体力がとてもついているなあと感じるほど、たくさんの人が行き

交う中でもしっかりと歩いて集団での行動を取ることができておられました！ 

長期休みの機会を利用し、普段の平日の利用時間では行えない活動を、今後も子ども

たちにとっての新しい体験、経験を増やしていくこと、お友達やご家族間での話題が増

えることなどを目指して取り組んでいけたらなと考えています。 
 

     
 

     


